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『学内データを守る！』
～データマネジメントと

学内コミュニケーションの考え方～

近年、デジタル庁にて策定された「教育データの利活用ロードマップ」

をはじめ、教育機関において蓄積されたデータのあり方に注目が集められ

ています。学習データはもちろん、学生の個人情報に関するデータなど、

様々なデータや情報があふれる大学という機関において、今後それらの

データをどのように蓄積し、管理/活用/保護していくかが求められ、そこ

には様々な課題やポイントが挙げられます。

大学においては、様々な情報やそれらを発信するツールが散在している

ケースが多く、学内及び学外での情報共有のあり方についても、

再検討する必要性が考えられます。もちろん、世界中で多くのサイバー脅

威が猛威をふるい続けている昨今では、蓄積したデータや情報の管理とい

う点においても、セキュリティに対する考慮を無視することはできません。

本セミナーでは、「大学においてどのようなデータ利活用ができるのか、

それを実現するにあたりどのような課題やそれに対する対策が考えられる

のか」という観点から、SibaService社、Rubrik Japan社の協賛のもと、

これからの大学におけるデータマネジメントのあり方を皆様と考えてまい

ります。

是非、皆様のご参加を、心よりお待ちしております。

以下のQRコードを読み込んでいた

だき登録フォームより、もしくは裏

面に情報を記載いただきFAXでお申

し込みください。

株式会社Siba Service

協賛

Rubrik Japan株式会社



講演スケジュール

13:30-13:40
ご挨拶
株式会社インターネットイニシアティブ 公共システム事業部 事業部長 波多野剛

13:40-14:20

Session 1

14:20-14:25 休憩

14:25-15:05

これからの大学に必要とされるコミュニケーションプラットフォームについて
株式会社Siba Service 代表取締役社長 芝辻裕太

15:10-15:50

大学におけるクラウド･オンプレ両方のランサムウェア対策について

Rubrik Japan株式会社 営業 竹田周平

株式会社インターネットイニシアティブ（以下、IIJ）における個人情報の取扱いについて：文教プライベートセミナーを開催するにあたりIIJが取得する個人情報は、本セミ
ナーに関するお問い合わせの対応、開催当日の受付等、本セミナー運営業務、電子メール・電話・郵便物等による今後の情報提供に利用させていただきます。第三者への提供
は行いません。また、ご本人への資料発送を第三者に委託して行う場合など、利用目的の達成に必要な範囲内で第三者に委託する場合があります。ご同意いただける場合には、
お申し込みください。IIJの個人情報保護ポリシー及び個人情報の取扱いに関する事項は、下記のURLにおいてご確認いただくことができます。
https://www.iij.ad.jp/privacy/

※ セミナー内容、当日スケジュールなどにつきましては、予告なく変更となる場合がございます。予めご了承ください。

※締切以降のお申し込みは別途、事務局までご相談ください

2 06-7638-1401

フリガナ フリガナ

貴校・団体名 お名前
様

所属・役職 電話番号 (                )                    -

E-mail

Web、FAX いずれかよりお申し込みください。

https://biz.iij.jp/public/seminar/view/28173 申込締切

12/4
(月)

Webから

⚫ 上記 URL にアクセスしていただき、お申込みフォームへお進みください。

FAXから

⚫ 下記内容をご記入の上、

こちらの面をそのままご送信下さい。

新型コロナウイルスによって大きく生活行動が変化してきましたが、今再び従来の日常が戻りつつあり

ます。しかし、この変化により従来のセキュリティだけでは守れないデータが現れ、攻撃手法も更なる

多様化を進めています。大学におけるデータセキュリティの観点から、意識すべきキーワードなどをご

紹介いたします。

データセキュリティを考えるヒントと対策ソリューション

株式会社インターネットイニシアティブ 西日本事業部関西支社事業推進室室長 中庸寛

15:05-15:10 休憩

15:50-16:05 質疑応答

13:15-13:30 受付

社会が大きな変革期である今、大学においても同様にコミュニケーションの在り方や、必要とされる学

生サービスが変わってきています。大学が伝えたい情報を、伝えたい相手へしっかりと伝えられる事。

その相手は学生だけではなくなり、保護者やOB/OGさらには地域にまで広がっています。そして、スマ

ホアプリやスマホ学生証®を活用したサービスレベルの向上と大学の管理負荷軽減。これらを支援でき

る製品「KnowledgePortal」を、事例も交えてご紹介いたします。

現在多くの大学においてMicrosoft 365を始めとした様々なクラウドサービスの導入が進んでおります。

一方で多くの大学はハイブリッド環境となり、クラウド･オンプレ環境ともにバックアップ統合・ラン

サムウェア対策が課題になっております。Rubrikは慶応大学様、東京大学様の事例を中心にどのように

各大学がデータ・セキュリティを実現しているかをご紹介いたします。
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